
24日教職員課から地方公務員の賃金引き下げ問題

について、現在では兵庫県として「提案できる段階

ではありません」と前置きをしてから、この問題が

出てきた経過の説明がありました。国家公務員賃金

が、平均で7．8％引き下げられたことをうけて、今

年になって総務大臣通知がありました。

以上の通知が、国から県へなされています。兵

庫県としては、「行革による独自のカットがなされ

ており、国の要請や地方交付税の削減をもとに、地

方公務員の賃金を削減することには問題がある」と、

国には訴えています。

この攻撃の問題点は？

１．地方公務員の賃金は、県当局や任命権者（県教

委）との労使交渉で決めること。国の要請によっ

て決定すること自体が「地方自治」の原則を逸脱

している。

２．兵庫県は、国よりも早くから賃金の独自カット

が行われており、国通りのやり方は認められない。

３．県の教職員の生活破壊につながる攻撃である。

さらに兵庫の地域経済の活性化に逆行する。

これからの日程

○県からの削減提案が、連休中にもなされる可能性

があります。

○連休中には、第二回交渉が入る可能性があります。。

○5月9日に拡大闘争委員会を開催します。
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高教組ＨＰにもＵＰしています「兵庫高教組」検索

国に準じた賃金削減は行わないこと

新たな賃金削減問題について、第一回の交渉が行われました。教育委員会側は、教職員課
の富田課長が対応しました。高教組側は、小野副委員長、中村書記長、稲次書記次長が出席

しました。第一回の交渉で明らかになったことを掲載します。

5．8％賃金カットされると…

●兵庫県平均給与月額（427，386円）
－国ベース平均給与月額（387，529円）

＝39，857円のマイナス！
●期末・勤勉手当の９，７７％のカット

★県教委の説明によれば

およそ年収６０万円の賃金がカットされる！
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１．給与について

ラスパイレス指数を100とするように削減せよ

○兵庫県 105.8 → ５．８％削減

２．期末勤勉手当、管理職手当について

○一律 ９．７７％削減せよ

３．給与に連動する手当について

○国に準じて削減せよ

☆今年の7月から実施すること

給与については、7月から

期末勤勉手当については、12月から実施

★今年の7月から 地方交付税を削減する！


